
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（佐久地域） 

平成 30 年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

※地域活性化のための目標・ねらいに対してどのような効果があったか、項目

毎に記載すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み  

※今後、事業効果をどうつなげていくか記載すること。 

 

 

 

 

 

 
※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 
「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

 

事業名 観音寺区の歴史を編む －過去・現在そして未来創造へ－ 

事業主体 

（連絡先） 

佐久市観音寺区 

（佐久市茂田井 3690-9 電話 0267-53-1501  事務局 宮澤弘芳） 

事業区分 （８）その他地域の元気を生み出す地域づくりに資する事業 

事業タイプ ソフト 

総事業費  1,028,781円（うち支援金：823,000円） 

（活動写真） 

地区の魅力や課題を住民全員

で共有する 

 

※自己評価【 A 】 

【理由】 

区内のイベント等で編集作業の状

況を情報発信することで、区民の

関心が高まり、短期間での編集作

業を成功させることができた。区

民間で話題となり、地区の魅力や

課題を共有し、これからを考える

土台となった。 

【バスツアーで記念撮影】 

 

 【目標・ねらい】 

 

地区の魅力や課題を住民全員で共有し、皆で地区の

未来を考えるための事業とする。そのため、全 69 世

帯の 90％以上が編集作業や関連事業に参加するこ

とを目標とした。                                              

 

編集作業への参加、古文書などの資料提供、寄稿や

聞き取り、座談会への参加、バスツアー、写真上映

会への参加、写真の提供など、できるだけいろいろ

な区民が参加しやすい内容とした。                                 

１、観音寺区の歴史や風俗をまとめた資料集の作成 

・区民、移住者などの聞き取りを通じ地区の魅力を抽出 

・古文書や文献、行政資料などから地区の歴史を調査 

・各家に残る写真を収集整理し掲載 

・村のトピックスとなった出来事は文献を参照し、年長

者の聞き取りなどを通じ調査、整理を行った 

・区民からの寄稿で昔の生活の様子などがわかる冊子と

なった 

                                   

２、圃場水源をめぐるバスツアーや写真上映会の実施 

・区民間で会話するきっかけとなった。                                                                                                              

・今周辺地域に資料配布することで、より多くの方々の目に留まり、地区の知名度を上がるとと

もに、住民の故郷への関心が増大するような活動を継続する。 

 


